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私と国有林「今ここで天城山の自然を守る努力を」

天城山の自然を守り育てる会 会長 荻原 玉夫氏
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「富士山」の世界文化遺産の登録と景観保全等の取組み

計画保全部 計画課
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〈
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
〉

平
成
25
年
６
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ

ン
ペ
ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
遺
産
委
員
会

に
お
い
て
、
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
の
世
界
遺
産

と
し
て
は
17
件
目
の
登
録
で
あ
り
、
ま
た
、

関
東
森
林
管
理
局
が
管
理
す
る
国
有
林
が

関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
２
年
前
の
小

笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
に
続
く
世
界
遺

産
の
登
録
と
な
り
ま
す
。

富
士
山
は
、
我
が
国
の
最
高
峰
（
標
高

３
，
７
７
６
㍍
）
で
あ
り
、
コ
ニ
ー
デ
型

火
山
の
秀
麗
な
山
容
は
、
古
く
か
ら
信
仰

の
対
象
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
数
多
く
の
芸

術
作
品
の
題
材
と
さ
れ
る
な
ど
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
巡
っ
て
は
、

１
９
９
０
年
代
か
ら
地
元
を
中
心
に
自
然

遺
産
の
登
録
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
り
ま

し
た
が
、
ゴ
ミ
問
題
等
で
断
念
し
、
そ
の

後
文
化
遺
産
の
登
録
を
目
指
し
て
い
た
も

の
で
す
。
昨
年
１
月
に
政
府
は
ユ
ネ
ス
コ

へ
推
薦
書
を
提
出
し
、
同
８
～
９
月
に
イ

コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
。
世
界

遺
産
の
諮
問
機
関
）
の
現
地
調
査
等
を
経

て
、
今
回
の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
名
称
は
「
富
士
山
―
信
仰
の
対
象

と
芸
術
の
源
泉
」
と
決
定
さ
れ
、
富
士
山

域
を
中
心
に
し
た
25
の
構
成
資
産
は
、
富

士
山
の
持
つ
「
信
仰
の
対
象
」
又
は
「
芸

術
の
源
泉
」
の
性
質
を
満
た
し
て
お
り
、

文
化
遺
産
登
録
の
６
つ
の
評
価
基
準
の
う

ち
、(

ⅲ)

と(

ⅵ)

（
注
）
に
該
当
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
）

(

ⅲ)

現
存
す
る
か
消
滅
し
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
あ
る
文
化
的
伝
統
又
は
文
明
の
存
在
を
伝
承

す
る
物
証
と
し
て
無
二
の
存
在
（
少
な
く
と
も
希

有
な
存
在
）
で
あ
る
。

(

ⅵ)

顕
著
な
普
遍
的
意
義
を
有
す
る
出
来
事
（
行

事
）
、
生
き
た
伝
統
、
思
想
、
信
仰
、
芸
術
的
作

品
、
あ
る
い
は
文
学
的
作
品
と
直
接
ま
た
は
実
質

的
関
連
が
あ
る
（
こ
の
基
準
は
他
の
基
準
と
あ
わ

せ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）
。

林
野
庁
は
、
文
化
庁
、
環
境
省
と
と
も

に
共
同
推
薦
省
庁
と
し
て
、
地
元
の
静
岡

県
、
山
梨
県
や
各
市
町
村
、
関
係
団
体
等

と
連
携
協
力
し
な
が
ら
世
界
文
化
遺
産
登

録
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

〈
富
士
山
の
景
観
の
保
全
等
に

向
け
た
取
組
み
〉

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
の
構
成
資
産
の

面
積
の
大
部
分
は
森
林
で
あ
り
、
特
に
静

岡
県
側
の
森
林
の
ほ
と
ん
ど
は
関
東
森
林

管
理
局
が
管
理
経
営
を
行
う
国
有
林
で
す
。

こ
の
た
め
、
富
士
山
の
景
観
を
保
全
す
る

た
め
の
様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

・
保
護
林
の
設
定
に
よ
る
森
林
の
保
全
管

理
の
推
進

緩
衝
地
帯
を
含
む
遺
産
地
域
の
国
有
林

に
お
い
て
、
８
箇
所
（
静
岡
県
側
７
箇
所
、

山
梨
県
側
１
箇
所
（
後
述
）
）
約
２
千
㌶

を
保
護
林
に
設
定
し
、
厳
正
な
保
全
管
理

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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富士山スカイライン沿線の間伐・刈り払い景観に配慮した自然石を利用した護岸工



・
景
観
に
配
慮
し
た
森
林
施
業
や
治
山
工

事
の
実
施

富
士
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
沿
線
で
は
、
景

観
に
配
慮
し
つ
つ
形
質
不
良
木
を
主
体
と

す
る
間
伐
等
の
森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
大
沢
崩
れ
な
ど
の
富
士
山
域
に

お
い
て
、
防
災
・
災
害
復
旧
の
た
め
の
治

山
工
事
を
行
う
際
に
は
、
自
然
石
や
木
材

を
活
用
し
景
観
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

・
シ
カ
被
害
対
策
の
推
進

近
年
、
シ
カ
の
生
息
数
や
分
布
域
は
富

士
山
地
域
に
お
い
て
も
年
々
増
加
し
、
森

林
や
農
地
へ
の
被
害
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

富
士
山
国
有
林
等
に
お
い
て
は
、
地
元

自
治
体
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
シ
カ

個
体
数
管
理
の
た
め
の
誘
引
捕
獲
法
や
く

く
り
ワ
ナ
等
に
よ
る
捕
獲
、
防
護
柵
の
設

置
に
よ
る
被
害
の
防
止
な
ど
の
総
合
的
な

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
台
風
被

害
地
の
復
旧
等

富
士
山
国
有
林
で
は
特
に
平
成
８
年
の

台
風
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
協
働
に
よ
る
植
林
活
動
等
を
行
い
、
森

林
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
カ
被
害
防
止
の
た
め
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
樹
木
の
保
護
テ
ー
プ

取
り
付
け
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

・
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
（
Ｇ
Ｓ

Ｓ
、
森
林
保
護
員
）
に
よ
る
保
護
活
動

静
岡
県
側
の
３
登
山
口
（
富
士
宮
口
、

須
走
口
、
御
殿
場
口
）
周
辺
に
お
い
て
、

グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
登

山
者
に
対
す
る
貴
重
な
植
物
の
保
全
や
ゴ

ミ
不
法
投
棄
防
止
の
呼
び
か
け
等
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
貴
重
な
ア
カ
マ
ツ
林
の
保
護
・
保
全

山
梨
県
側
の
吉
田
口
登
山
道
の
入
り
口

に
広
が
る
「
諏
訪
森(

す
わ
の
も
り)

ア
カ

マ
ツ
林
」
は
、
寛
永
年
間
（
１
６
２
４
～

１
６
４
４
年
）
の
植
栽
記
録
が
残
る
高
齢

ア
カ
マ
ツ
林
で
あ
り
、
学
術
上
貴
重
な
こ

と
か
ら
植
物
群
落
保
護
林
に
指
定
し
保
護

管
理
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
松
く
い
虫
の
被
害
が
見
ら
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
地
元
の
関
係
機
関
等
と

連
携
し
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
地
域
一
体

で
防
除
作
業
を
実
施
す
る
な
ど
貴
重
な
松

林
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

〈
今
後
に
向
け
て
〉

世
界
文
化
遺
産
の
登
録
を
契
機
に
し
て
、

従
来
以
上
に
富
士
山
の
登
山
者
や
観
光
客

の
増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
静
岡
県
・
山
梨
県
な
ど
関
係
機
関
か

ら
な
る
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
協
議
会
に

お
い
て
、
登
山
者
の
安
全
確
保
の
方
策
や

入
山
規
制
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
は
、

２
０
１
６
年
の
同
委
員
会
に
お
け
る
審
査

に
む
け
て
、
資
産
の
総
合
的
な
構
想
、
来

訪
者
戦
略
、
登
山
道
の
保
全
手
法
な
ど
に

関
す
る
保
全
状
況
報
告
書
の
提
出
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
と
し
て
も
、
富
士
山

の
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
の
普
遍
的
な
価

値
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
森
林
の

保
全
・
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
元

関
係
者
等
と
連
携
を
図
り
景
観
の
保
全
や

シ
カ
被
害
対
策
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（３）平成２５年６月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １１１号

ボランティアによる植栽活動

グリーンサポートスタッフによる登山者への呼びかけ

諏訪森アカマツ林



小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
外
来
種
対
策
等

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
の
本
誌
上
で

４
回
に
わ
た
り
関
係
す
る
機
関
等
（
環
境

省
、
東
京
都
、
小
笠
原
村
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
）
に
よ
り
、
シ

リ
ー
ズ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
等
の
取
り
組

み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
し
た
中
、
本
年
３
月
22
日
に
父
島

の
北
側
に
位
置
す
る
「
兄
島
」
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
「
兄
島
」
に
は
生
息
し
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
特
定
外
来
生
物

「
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
」
が
発
見
・
捕
獲

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
各
機
関
等
が

一
丸
と
な
り
、
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

「
兄
島
」
は
、
父
島
列
島
に
あ
り
、
シ

マ
イ
ス
ノ
キ
が
優
占
す
る
乾
性
低
木
林
で

あ
り
、
人
為
的
影
響
の
少
な
い
小
笠
原
諸

島
の
中
で
最
大
の
面
積
が
残
存
し
て
い
る

点
で
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
中
で
も
重

要
な
地
域
で
す
。

○
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
と
は
？

イ
グ
ア
ナ
科
の
爬
虫
類
で
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
南
東
部
な
ど
に
自
然
分
布
し
て
お

り
、
小
笠
原
諸
島
に
は
グ
ア
ム
か
ら
貨
物

に
紛
れ
て
運
ば
れ
た
か
、
ペ
ッ
ト
と
し
て

持
ち
込
ま
れ
た
も
の
が
逃
げ
た
か
、
捨
て

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

内
で
は
小
笠
原
諸
島
と
沖
縄
諸
島
に
移
入

分
布
し
て
い
ま
す
。

生
態
は
昼
行
性
で
日
光
浴
に
よ
り
体
温

調
整
し
て
お
り
、
視
覚
が
発
達
、
登
坂
能

力
が
高
く
動
き
が
俊
敏
で
、
水
面
に
落
ち

た
場
合
は
泳
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
食
性

は
肉
食
性
で
、
主
に
樹
上
性
か
つ
昼
行
性

の
昆
虫
を
捕
食
し
て
い
ま
す
。

○
森
林
生
態
系
へ
の
影
響

小
笠
原
諸
島
は
、
海
洋
島
で
あ
る
が
故

に
独
自
な
進
化
を
と
げ
た
貴
重
な
動
植
物

が
生
息
し
て
い
る
一
方
、
環
境
破
壊
や
外

来
種
の
侵
入
に
対
し
て
極
め
て
脆
弱
で
す
。

グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
は
、
小
笠
原
で
は

天
敵
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
個
体
数
が

増
え
て
お
り
、
侵
入
し
て
い
る
島
で
は
希

少
種
を
含
む
ト
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫
類
が
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
花
粉
を
媒
介
す
る
ハ
チ
類
も
捕

食
す
る
こ
と
か
ら
、
植
物
の
結
実
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
森
林
生
態
系
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

○
対
応
状
況

「
兄
島
」
へ
の
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の

侵
入
に
対
し
て
、
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然

遺
産
地
域
科
学
委
員
会
か
ら
「
非
常
事
態

宣
言
と
緊
急
提
言
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

対
策
と
し
て
は
、
緊
急
事
態
と
し
て
科

学
委
員
会
の
意
見
の
下
、
管
理
機
関
の
行

政
（
環
境
省
、
林
野
庁
、
東
京
都
、
小
笠

原
村
）
が
主
体
と
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

の
協
力
も
得
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

①
分
布
状
況
の
把
握
の
た
め
の
現
地
調
査

②
個
体
数
の
減
少
を
図
る
た
め
ワ
ナ
の
設

置
に
よ
る
捕
獲

③
未
侵
入
地
域
の
保
全
の
た
め
の
侵
入
防

止
柵
の
設
置

な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー

ル
の
繁
殖
期
・
活
動
活
発
期
（
夏
）
ま
で

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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天
城
山
の
自
然
を
守
り
育
て
る
会
は
、

初
代
会
長
の
塩
谷
修
一
氏
が
十
数
年
前
に

白
神
山
地
を
視
察
し
た
際
に
「
天
城
山
の

ブ
ナ
は
守
る
だ
け
で
な
く
一
歩
進
ん
で
育

て
る
こ
と
ま
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と

感
じ
た
こ
と
が
一
因
と
な
り
、
「
天
城
山

の
自
然
を
守
り
育
て
、
ブ
ナ
な
ど
の
緑
に

お
お
わ
れ
た
天
城
山
系
と
、
豊
か
な
水
を

取
り
戻
す
た
め
の
活
動
を
す
る
こ
と
」
を

目
的
に
平
成
８
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
な

ど
の
協
定
を
締
結
し
た
国
有
林
内
の
植
付
・

管
理
・
間
伐
、
春
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
中

伊
豆
中
学
校
の
天
城
縦
走
の
引
率
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
の
パ
ネ
ル
写
真
展
示
に
よ
る

会
の
Ｐ
Ｒ
、
天
城
山
皮
子
平
マ
メ
ザ
ク
ラ

保
護
協
議
会
へ
の
参
加
協
力
、
天
城
ゴ
ミ

拾
い
大
作
戦
へ
の
参
加
等
々
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
、
平
成
18
年
度
に
協
定
を
締
結
し

た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
」
（
面
積
5
・

16
㌶
）
、
平
成
24
年
度
に
締
結
し
た
「
社

会
貢
献
の
森
」
（
面
積
5
・
89
㌶
）
の
間

伐
作
業
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
」
に
つ
い
て
は

５
年
間
の
期
間
で
間
伐
作
業
を
実
施
完
了

す
る
と
い
う
こ
と
で
一
年
に
約
１
㌶
ず
つ

行
い
ま
し
た
。
伊
豆
森
林
管
理
署
の
方
々

の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
12
～
15
人
の
出

役
で
平
成
23
年
に
完
了
し
ま
し
た
。

「
社
会
貢
献
の
森
」
に
つ
い
て
は
、
全

体
活
動
計
画
を
記
し
ま
す
。

１
．
社
会
貢
献
の
森
の
名
称
、
位
置
、
面

積
名
称

水
を
育
む
森

位
置

筏
場
国
有
林
２
０
７
ぬ
林
小

班
外

面
積

5
・
89
㌶

２
．
全
体
活
動
計
画

（
１
）
活
動
の
目
標

天
城
山
の
自
然
保
護
育
成
に
よ
り
、
天

城
山
系
を
水
源
と
す
る
狩
野
川
を
は
じ
め

多
く
の
河
川
の
豊
か
な
水
確
保
と
水
害
の

少
な
い
ふ
る
里
づ
く
り
。

（
２
）
活
動
の
内
容
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

除
伐
・
保
育
間
伐
（
平
成
24
～
28
年
度
）

一
年
次
の
間
伐
作
業
は
平
成
24
年
11
月
に

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
天
城
山
の
自
然
を
守
り
育
て
る
会

を
設
立
し
て
18
年
を
迎
え
ま
す
が
、
平
成

23
年
に
林
野
庁
長
官
よ
り
国
民
の
森
林
づ

く
り
推
進
功
労
者
に
対
す
る
感
謝
状
を
頂

い
た
こ
と
は
、
日
頃
の
活
動
が
評
価
さ
れ

た
の
だ
と
大
変
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、

未
来
に
向
か
っ
て
天
城
山
の
自
然
を
守
り

育
て
る
活
動
が
長
く
続
き
ま
す
よ
う
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

（５）平成２５年６月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １１１号

間伐開始前にチェーンソーの使い方についての説明

水を育む森にて間伐体験①

清流大見川の上流部に位置する筏場のわさび田

水を育む森にて間伐体験②

今

こ

こ

で

天

城

山

の

自

然

を

守

る

努

力

を

天
城
山
の
自
然
を
守
り
育
て
る
会

会
長

萩
原

玉
夫



平成２５年６月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １１１号（６）

私の管轄する棚倉森林管理署の鮫川森林事務

所は、福島県の南部に位置する東白川郡の鮫川

村にあります。

鮫川村は、 阿武隈山地の南部の比較的なだら

かな地形が続く高地（標高400㍍から 650㍍の

間）に位置しており、村全体の約60㌫が山林で、

昔ながらの自然の渓流や四季折々の自然景観が

残る山あいののどかな山間地域に約3,800人が

在住する村です。

主に農林業を中心とした産業が主体で、水稲

を中心として酪農、畜産のほか、トマトや椎茸

等の生産、林業等の第一次産業が中心となって

います。

鮫川村のある東白川郡周辺の気候は東北地方

の中でも温暖で、肥沃な土壌が広がっているこ

とから、スギ、ヒノキの良好な生育が見られる

地域で、古くから林業経営が盛んな地域です。

また、いわき市に注ぐ鮫川の上流部であるこ

とから地域の水源としても重要な役割を果たし

ている地域です。

私が管轄する鮫川管内では、約3 ,800㌶の国

有林を管理していますが、これは、鮫川村の森

林の約50㌫にあたります。管理する国有林は、

林地生産力も高く、スギ、ヒノキの生育は県内

の他の地域と比べても良好な地域となっていま

す。また、昔から林業が盛んな地域であったこ

ともあり、管理する国有林の林地面積の約80㌫

が人工林となっているなど、棚倉森林管理署管

内でも人工林化が進んでいる地域となっていま

す。

このようなことから、国有林の事業としては、

製品生産事業を中心とした事業が盛んで主にス

ギやヒノキの良質な材が生産・販売されていま

す。

この事務所に勤務してから１年となりますが、

1年間を通じて、収穫量を確保するために、収

穫調査に追われる毎日ですが、充実した日々を

過ごしています。

今年度から国有林野事業も一般会計に移行し

たところですが、今後も森林官としてこれまで

以上に管内の森林の状況の把握に努め、また、

地元との連携を密接に行うとともに、地域の要

望を広く受け止め、地元に応えることができる

よう頑張りたいと思います。

鮫川村の風景

江竜田の滝（二見ヶ滝）

製品生産事業

製品生産事業



（７）平成２５年６月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １１１号

岩岳山（いわたけさん）は、標高1,369.3㍍で、

静岡県浜松市の北東部、南アルプス深南部の前

衛の山で天竜区春野町の北部に位置します。

この一帯は水中で堆積した泥が隆起した頁岩

（ け つ が ん ） で 、 激 し い 造 山 運 動 に よ り 褶 曲

（しゅうきょく）し、山腹が削られ急な崖になっ

ているところがあります、岩岳山の周辺はアカ

ヤシオツツジの群生地と知られています。

天竜川の支流気田川は、中流域で石切川に分

岐し、さらに小俣川と京丸川に分かれ、岩岳山、

京丸山、高塚山、竜馬ヶ岳、入出山などの山々

の源流部をなし、一帯は、ブナ、ヒメシャラ、

モミ、ツガ、ハリモミなどの原生的な林分の中

にアカヤシオツツジ、シロヤシオツツジが部分

的に純林をなし、両種の自生地として学術上貴

重なもので、昭和 49年に「京丸のアカヤシオお

よびシロヤシオ群生地」として、国の史跡名勝

天然記念物の指定を受けています。

例年、アカヤシオツツジは４月下旬から５月

中旬にかけ淡桃色の花が山肌を染め、アカヤシ

オツツジの花が終わるころシロヤシオツツジが

白色の花を咲かせます。

また、この山々に囲まれた京丸の地は、大変険しく人の

近づくことが難しい、多くの謎と伝説を秘めた場所で、そ

の昔、若い旅人と里の娘が親しくなったのですが、里の決

まりで親しくすることは許されず、二人は川の淵へ身を投

げ、二人の命日が近づくと淵の周辺に大きなぼたんの花が

咲くという「京丸牡丹伝説」として遠州の七不思議の１つ

にも数えられています。この大きな牡丹の花は、ヤシオツ

ツジのことでは、ともいわれています。

天 竜 区 春 野 町 石

切 の 登 山 口 駐 車 場

か ら 途 中 険 し い 箇

所 も あ り 、 山 頂 ま

で往復で 7時間ほど

の 行 程 で 、 山 頂 付

近 で は 春 は ヤ シ オ

ツ ツ ジ 、 秋 は 紅 葉

を 眺 め る こ と が で

きます。

天竜森林管理署では、貴重な自然を後世に伝え

るため森林の保全に努め、皆さんに楽しんでいた

だけるよう取り組んでまいります。

（天竜森林管理署 広報広聴連絡官 北野恭行）

■ 天竜森林管理署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/tenryu/index.html
〒434-0012 静岡県浜松市浜北区中瀬2663－1

ＴＥＬ:053(588)5591(代表） FAX:053(588)5595

岩岳山を望む

アカヤシオツツジとシロヤシオツツジの群落

アカヤシオツツジとシロヤシオツツジ

満開のアカヤシオツツジ
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